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2012 9  
　　荒荒巻巻　　光光利利（（名名古古屋屋大大学学））	
 	
 
　　井井	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 通通暁暁　　（（東東京京大大学学））	
 	
 
　　重重森森　　啓啓介介（（阪阪大大レレーーザザーー研研））	
 	
 
 
 
 

 
2012 10 2015 9  

　　岡岡本本　　敦敦　　（（東東北北大大学学））	
 	
 
　　東東口口　　武武史史（（宇宇都都宮宮大大学学））	
 	
 
　　横横井井　　喜喜充充（（東東大大生生産産研研））	
 	
 

( 2013.3 ) 
領領域域代代表表　　　　安安藤藤　　晃晃　　（（東東北北大大学学））	
 	
 
領領域域副副代代表表　　米米田田　　仁仁紀紀（（電電気気通通信信大大学学））	
 	
 
領領域域前前代代表表　　菊菊池池　　満満　　（（原原子子力力機機構構））	
 	
 
 

( 2013.9  
役役員員　　三三好好　　隆隆博博（（広広島島大大学学））	
 	
 
役役員員　　田田村村　　直直樹樹（（核核融融合合研研））	
 	
 
役役員員　　蓮蓮尾尾　　昌昌裕裕（（京京都都大大学学））	
 	
 
	
 	
 

(2014.3 2014.9  
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））出出射射　　浩浩　　（（九九大大応応力力研研））	
 	
 

役役員員（（領領域域運運営営委委員員））永永岡岡　　賢賢一一（（核核融融合合研研））	
 	
 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））宮宮戸戸　　直直亮亮（（原原子子力力機機構構））	
 	
 
 

(2014.9 2015.9
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））岡岡本本　　敦敦　　（（東東北北大大学学））	
 	
 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））東東口口　　武武史史（（宇宇都都宮宮大大学学））	
 	
 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））横横井井　　喜喜充充（（東東大大生生産産研研））	
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・基本波モード同志の非線形発振�
　２次高調波の補助により、単独では�
　発振できない硬発振領域基本波の�
　非線形発振を初めて実証�

招招待待講講演演	
 	
 

サブテラヘルツ帯２次髙調波ジャイロトロンの高出力発振と非線形モード間相互作用�
講演者：斉藤輝雄（福井大）　　推薦者：出射　浩（九大）�

LHDの高密度プラズマにおいて協同トムソン散乱計測に適用可能な光源とするべく開発中の  0.4  THz帯
２次高調波ジャイロトロンにおいて、高出力記録を得た。また、種々のモード間相互作用を観測した。�

・高出力２次高調波発振�
　不要基本波モードとの競合が課題�
　最適設計により、サブテラヘルツ帯�
　２次髙調波で最高記録  83  kW実証�

不要基本波モード�
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これまで�
の記録�

83  kW�

モード分布�

・２次高調波モード同志の競合の観測�
　２次高調波の単独発振�
　２モードの同時発振が実現�
　�く�合するモード間の相互作用�

TE4,3モードの発振�

２次髙調波が基本
波の発振を助�る�

電子ビームの位相バンチング（速度空間分布の変形）を介したモード間相互作用�
T. Notake et al., PRL 103, 225002 (2009), T. Saito et al, PoP 19, 063106 (2012), T. Saito et al., PRL to be published. 



	
  

CO2

	
  

	
  	
  

	
  

	
  

	
  

シシンンポポジジウウムム	
 	
 



シシンンポポジジウウムム	
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シシンンポポジジウウムム	
 	
 



シシンンポポジジウウムム	
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2.

KEK  
3. 

JAEA  
4. 

5. 
KEK JAEA
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�  
àà 今今後後ここのの名名称称をを領領域域略略称称ととししてて使使用用すするる。。	
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9) PLASMA2014
PLASMA CONFERENCE 2011 
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